
���������� ��

�
�
�
�
�
�
�
�

ふ
る
さ
と
納
税
の
第
１
号
と
し
て
、

佐
藤
正
治
さ
ん
（
脊
振
町
）
か
ら　
１０

万
円
の
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。

佐
藤
さ
ん
は
、
旧
脊
振
村
議
会
議

員
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
の
発
展
に
貢

献
さ
れ
て
い
ま
す
。

７
月
７
日
に
行
わ
れ
た
贈
呈
式
で

は
、
佐
藤
さ
ん
の
ふ
る
さ
と
へ
の
思

い
に
対
し
、
市
長
が
お
礼
を
述
べ
、

神
埼
に
ち
な
ん
だ
お
礼
の
品
を
贈
り

ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
地
方
税
法
が

改
正
さ
れ
、
寄
付
金
税
制
を
拡
充
す

る
形
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
使
い
道
は
、
ご

指
定
い
た
だ
け
ま
す
。
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神
埼
市
役
所　

政
策
推
進
課

�
３
７�
０
１
０
２

�
�
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�
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６
月　

日
、
脊
振
山
（
標
高
１
０

２５

５
５
ｍ
）
の
山
開
き
が
、
脊
振
神
社

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

脊
振
町
観
光
協
会
や
行
政
関
係
者

ら
約　

人
が
参
加
し
て
の
神
事
が
行

４０

わ
れ
、
シ
ー
ズ
ン
中
の
登
山
者
の
安

全
を
祈
願
し
ま
し
た
。
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神
埼
市
が
抱
え
る
政
策
課
題
に
つ

い
て
、
市
民
の
観
点
か
ら
政
策
提
言

を
行
い
、
市
民
の
視
点
に
立
っ
た
市

政
を
推
進
す
る
た
め
、
政
策
推
進
委

員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

７
月
４
日
の
第
一
回
委
員
会
で
は
、

公
募
委
員
を
含
む　

人
の
委
員
と
２

１３

人
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
出
席
し
、
神

埼
市
総
合
計
画
の
内
容
な
ど
に
つ
い

て
市
長
を
は
じ
め
幹
部
職
員
と
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
は
、
月
１
回
程
度
、
毎
回

テ
ー
マ
を
決
め
て
開
催
さ
れ
る
予
定

で
す
。
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６
月　

日
、
お
ゆ
ず
り
会
が
神
埼

１２

町
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

神
埼
市
母
子
推
進
員
の
呼
び
か
け

に
多
く
の
育
児
用
品
、
子
ど
も
の
服

な
ど
が
寄
せ
ら
れ
、
子
育
て
中
の
方

に
も
ら
わ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

提
供
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
ゆ
ず
り
会
は
、
夏
と
冬
の
シ
ー

ズ
ン
前
の
年
２
回
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
。
次
回
の
開
催
な
ど
に
つ
い
て
は
、

各
戸
チ
ラ
シ
や
市
報
な
ど
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
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６
月　

日
、
千
代
田
中
部
小
学
校

１６

で
、
学
校
給
食
試
食
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

試
食
会
で
は
、
三
神
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー
、
担
当
栄
養
士
の
講
話

が
あ
り
、
参
加
者
ら
は
、
自
然
の
中

で
育
つ
野
菜
の
素
晴
ら
し
さ
を
学
び

ま
し
た
。

「
学
校
給
食
に
生
産
者
の
見
え
る

地
元
食
材
を
」
と
い
う
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
思

い
か
ら
、
平
成　

年
か
ら
青
年
農
業

１９

者
（
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
）
が
作
る
野
菜
を

給
食
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

翌
日
は
、
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
の
食
材
を

使
っ
た
カ
レ
ー
が
給
食
に
登
場
し
ま

し
た
。
具
材
に
使
わ
れ
た
野
菜
が
ど

う
や
っ
て
育
っ
た
の
か
な
ど
を
ク
ラ

ブ
員
か
ら
説
明
を
受
け
、
美
味
し
そ

う
に
カ
レ
ー
を
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し

た
。
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６
月　

日
、
７
月
５
日
に
千
代
田

２９

町
筑
後
川
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

第
３
回
神
埼
市
長
杯
少
年
野
球
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
内
の
小
学
生
ク
ラ
ブ
か
ら
１
部
、

２
部
（
１
部
に
出
場
し
て
い
な
い
５

年
生
以
下
）
に
そ
れ
ぞ
れ
６
チ
ー
ム

が
出
場
し
、
力
強
い
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ

や
、
懸
命
に
ボ
ー
ル
に
飛
び
つ
く
姿

な
ど
、
白
熱
し
た
試
合
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。
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（「
ク
ラ
ブ
」
は
、「
ク
」
と
略
）

○
１
部

千
代
田
中
部
少
年
野
球
ク
３�
０

千
代
田
西
部
少
年
野
球
ク
、
千
代

田
東
部
少
年
野
球
ク　
�
２
西
郷

１０

少
年
野
球
ク

○
２
部

仁
比
山
少
年
野
球
ク
３�
３
神
埼

球
友
ク
（
抽
選
で
仁
比
山
少
年
ク

の
勝
）、
西
郷
少
年
野
球
ク　�
１
１０

千
代
田
西
部
少
年
野
球
ク
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６
月
の
環
境
月
間
に
ち
な
み
、　
１９

日
、
脊
振
小
学
校
で
「
エ
コ
総
合
学

習
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
師
は
、
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
佐
賀
工

場
（
上
峰
町
、
菊
池
正
美
工
場
長
）

の
皆
さ
ん
。
３
年
生
か
ら
６
年
生
ま

で
の　

人
が
、
現
在
の
地
球
環
境
な

７２

ど
に
つ
い
て
の
話
を
聞
い
た
後
、
こ

れ
か
ら
の
地
球
に
や
さ
し
い
車
と
タ

イ
ヤ
に
つ
い
て
２
班
に
分
か
れ
て
体

験
学
習
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
転
が
り
や
す
い

タ
イ
ヤ
と
そ
う
で
な
い
も
の
を
つ
け

た
車
を
作
っ
て
走
ら
せ
た
り
、
日
本

に
数
台
し
か
な
い
水
素
と
酸
素
の
化

学
反
応
で
電
気
を
起
こ
し
て
走
る
エ

コ
カ
ー
に
試
乗
し
た
り
し
ま
し
た
。
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６
月　

日
、
神
埼
建
設
業
協
会

１３

（
牟
田
正
明
会
長
）
が
、
吉
野
ケ
里

歴
史
公
園
の
西
側
を
流
れ
る
三
本
松

川
沿
い
に
彼
岸
花
の
球
根
を
植
え
ま

し
た
。

加
盟
す
る
全　

社
か
ら
約　

人
が

１７

３０

参
加
。
草
刈
り
機
で
草
を
切
り
、
く

わ
を
使
っ
て
土
を
掘
り
起
こ
す
な
ど

を
し
た
後
、
堤
防
の
の
り
面
に
彼
岸

花
の
球
根
を
５,
０
０
０
株
植
え
ま

し
た
。

同
協
会
は
、
吉
野
ケ
里
歴
史
公
園

に
続
く
道
の
景
観
美
化
に
努
め
、
彼

岸
花
を
植
え
る
の
は
今
年
で
３
回
目
。

秋
に
は
花
を
咲
か
せ
た
彼
岸
花
が

見
ら
れ
そ
う
で
す
。

�������	��
�

�������	��
�

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動
期
間
の

初
日
の
７
月
９
日
、
千
代
田
町
交
通

安
全
協
会
（
石
井
輝
男
会
長
）
か
ら
、

町
内
の
３
小
学
校
に
横
断
旗
が
、
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
横
断
旗
は
、
千
代
田
町
内
の

皆
さ
ん
か
ら
頂
い
た
交
通
安
全
協
会

費
の
一
部
で
購
入
さ
れ
た
も
の
で
す
。

渡
さ
れ
た
旗
は
、
横
断
歩
道
な
ど

に
設
置
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
交
通

安
全
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。
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７
月
３
日
、
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
の
出
発
式
が
、

神
埼
市
役
所
で
行
わ
れ
、
法
務
大
臣

と
佐
賀
県
知
事
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
か
ら
市
長
へ
伝
達

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
神
埼
地
区

の
保
護
司
な
ど
約　

人
が
、
広
報
車

３０

で
地
区
内
に
呼
び
か
け
を
行
う
な
ど

の
広
報
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
啓
発
活
動
は
、
７
月
の
強
調

月
間
に
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、

　

日
に
は
、
神
埼
市
の
實
松
信
子
教

１９育
長
に
よ
る
「
い
ま
、
子
ど
も
を
囲

７
月
４
日
、
高
齢
者
交
通
安
全
指

導
者
の
委
嘱
式
が
、
神
埼
警
察
署
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

委
嘱
さ
れ
た
の
は
、
千
代
田
町
の

高
志
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
「
明
治
会
」

の
７
人
で
任
期
は
、
１
年
間
。

老
人
ク
ラ
ブ
の
会
合
な
ど
で
の
交

通
安
全
指
導
、
交
通
危
険
箇
所
の
点

検
、
老
人
ク
ラ
ブ
未
加
入
高
齢
者
な

ど
へ
事
故
防
止
を
呼
び
か
け
る
な
ど
、

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
に
取
り
組

み
ま
す
。
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神
埼
建
設
業
協
会
（
牟
田
正
明
会

長
）
か
ら
、
市
内
で
行
わ
れ
る
イ
ベ

ン
ト
に
使
っ
て
欲
し
い
と　

万
円
の

３０

寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

６
月
９
日
か
ら　

日
ま
で
の
５
日

１３

間
、
国
家
公
務
員
の
地
方
自
治
体
実

地
研
修
と
し
て
、
３
人
を
受
け
入
れ

ま
し
た
。

こ
の
研
修
は
、
実
務
を
体
験
す
る

こ
と
で
、
地
方
の
実
態
に
つ
い
て
理

解
し
、
地
域
の
多
様
性
、
生
活
実
態
、

住
民
ニ
ー
ズ
な
ど
に
つ
い
て
認
識
し
、

行
政
の
役
割
や
公
務
員
と
し
て
の
幅

広
い
視
野
を
養
う
こ
と
を
目
的
に
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

３
人
は
、
窓
口
や
保
育
体
験
な
ど

現
場
に
お
け
る
実
務
体
験
や
、
定
例

議
会
の
傍
聴
、
財
政
状
況
や
総
合
計

画
に
よ
る
地
方
自
治
体
の
現
状
や
課

題
な
ど
多
く
の
事
を
学
ば
れ
ま
し
た
。

各
省
に
戻
ら
れ
た
後
、
神
埼
市
で

の
体
験
を
生
か
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。
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７
月
４
日
、
ク
リ
ー
ク
に
転
落
し

た
車
の
運
転
手
を
助
け
出
し
た
志
岐

悟
さ
ん
（
神
埼
町
）
と
中
山
利
明
さ

ん
（
吉
野
ヶ
里
町
）
に
、
神
埼
地
区

消
防
事
務
組
合
（
森
重
喜
消
防
長
）

か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

２
人
は
、
６
月　

日
、
千
代
田
町

１３

�
村
の
道
路
沿
い
の
ク
リ
ー
ク
に
転

落
し
た
車
を
見
つ
け
、
車
外
に
抜
け

出
し
て
助
け
を
求
め
て
い
た
運
転
手

の
女
性
を
救
出
さ
れ
ま
し
た
。

社
会
教
育
施
設
の
鳥
羽
院
山
荘
に

内
村
重
人
さ
ん
と
山
口
俊
美
さ
ん

（
脊
振
町
）
か
ら
大
型
扇
風
機
２
台

を
寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

夏
場
の
シ
ー
ズ
ン
は
、
施
設
利
用

者
も
多
い
の
で
、
大
活
躍
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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む
も
の
」
と
題
し
た
神
埼
地
区
の
講

演
会
が
、
神
埼
市
中
央
公
民
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
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男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
は
、

　

世
紀
の
我
が
国
の
社
会
を
決
定
す

２１る
最
重
要
課
題
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

男
性
と
か
女
性
と
か
の
性
別
に
関

係
な
く
、
誰
に
で
も
や
り
た
い
こ
と

に
取
り
組
む
チ
ャ
ン
ス
が
与
え
ら
れ
、

個
人
の
能
力
や
努
力
に
応
じ
て
利
益

が
受
け
ら
れ
、
責
任
も
同
じ
よ
う
に

担
う
社
会
の
こ
と
で
す
。

１
９
９
９
年
に
制
定
さ
れ
た
男
女

共
同
参
画
社
会
基
本
法
第
２
条
で
は
、

男
女
共
同
社
会
は
ど
ん
な
社
会
で
あ

る
か
を
次
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
ま

す
。

・
家
族
の
一
人
ひ
と
り
の
個
性
が
大

切
に
さ
れ
、
豊
か
で
充
実
し
た
生

活
を
送
っ
て
い
る
。

・
多
様
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
男
女

が
共
に
家
事
・
育
児
・
介
護
な
ど

に
参
画
し
、
喜
び
も
苦
労
も
分
か

ち
あ
っ
て
い
る
。

※
例
え
ば
、
家
事
や
育
児
を
、
母
親

な
ど
一
人
だ
け
に
任
せ
る
の
で
は

な
く
、
父
親
を
は
じ
め
家
族
み
ん

な
分
担
す
れ
ば
早
く
す
ま
せ
る
こ

と
が
で
き
、
家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
と
こ
と
が
で

き
ま
す
。

・
古
い
習
慣
や
し
き
た
り
に
と
ら
わ

れ
ず
、
一
人
ひ
と
り
の
考
え
方
や

行
動
が
尊
重
さ
れ
て
い
る
。

・
男
女
が
共
に
地
域
の
方
針
決
定
に

参
画
し
、
豊
か
で
住
み
よ
い
地
域

づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
る
。

・
地
域
で
も
希
望
す
る
す
べ
て
の
活

動
に
参
加
で
き
、
自
由
に
意
見
が

言
え
る
よ
う
な
社
会
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�������
　神埼市男女共同参画推進ネットワーク代表
　��　�５２�４７０９
　神埼市役所　企画課　�３７�０１０２

男
性
が
家
事
・
育
児
に
取
り
組
ん

で
い
る
様
子
を
詠
ん
だ
川
柳
と
写
真

を
募
集
し
ま
す
。
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県
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
方
（
写

真
に
つ
い
て
は
、
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方
）
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ア
バ
ン
セ
事
業
部
「
川
柳
コ
ン
テ

ス
ト
・
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
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Ｅ
メ
ー
ル josei@

m
anabisaga.jp
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・
募
集
・
採
用
、
昇
進
・
配
置
、
賃

金
な
ど
で
の
男
女
格
差
が
解
消
さ

れ
、
方
針
決
定
の
場
へ
の
女
性
の

参
画
が
進
み
、
男
女
が
共
に
個
性

や
能
力
を
発
揮
し
て
、
生
き
生
き

と
活
躍
し
て
い
る
。

我
が
国
は
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
、

経
済
の
成
熟
化
、
国
際
化
、
情
報
通

信
の
高
度
化
、
家
族
形
態
の
多
様
化

な
ど
社
会
経
済
情
勢
が
大
き
く
変
化

し
て
い
ま
す
。

男
女
平
等
が
憲
法
で
保
障
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
男
女
が
と
も
に
個
性
と

能
力
を
発
揮
で
き
る
社
会
に
し
て
い

か
な
い
と
社
会
全
体
の
活
力
が
な
く

な
っ
て
い
く
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
も
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
に
向
け
て
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
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「
参
画
」
と
は
、
単
な
る
参
加
で

は
な
く
、
よ
り
積
極
的
に
意
思
決

定
過
程
に
加
わ
る
と
い
う
意
味
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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○開館時間　９：００～１６：００
○休　館　日　毎週火曜日

　８月１３日（水）～１５日（金）
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 　　　　　�５３�８８８４
 　企画課　�３７�０１０２
水車の里遊学館
神 埼 市 役 所


